
ストレージシステムの技術と動向

〉0卜85N〔〕一3P

日立 作所のストレージソリューションコンセプト
"TrueNorth”におけるオープン戦略
Hitachi,sopenstrategy"¶ueluorth”

塙 信弘 〃ロ仙仙･0〃∂〃∂〝∂

"TrueNorth叩*

ハードウェアとソフトウェアの融合により,
｢いつでも,だれでも,どこからでも,どんな情報でも安心して

利用できる戦略的データ活用を実現+

Fre由jomStora9e

世界最高クラス
高性能,高スケーラビリテイ,

高信頼･高可用性,高機能

SANRISE9900V/9500V

SANRISE2000/1000

オープンAPI

業界標準に準拠

他社ソフトウエアや

他社ハードウェアと

の密接な連携

HiCommandSuite

ポリシーベース(運用基準)

ストレージ管理ソフトウェア

JPl/HiCommandシリーズ

注:略語説明ほか APl(ApplicationProgramminglnterface)

*TrueNorth;｢道標+.｢真に重要な目標+,｢真北+を意味し,顧客の真の要求である,膨大な量のデータの戦略的活用をサポートする道標を意味する｡

日立製作所のストレージソリューションコンセプト
"TrueNo仙”には./＼-ドゥェアとソフトウエアの融合によって顧客の真の要求である｢戦略的データ活用の実現+をサポートする道標という意味が込められている｡"TrueNonh”は,

世界最高クラスのストレージサブシステム"FreedomStorage”,ポリシーベースストレージ管理ソフトウェア"HiCommandSuite”,および業界標準に準拠した｢オープンAPりの三つで

構成する｡

ストレージ容量の爆発的な増加に伴って,ストレージ

システム環境が複雑化してきている｡異機種のストレー

ジ機器を統合管理するため,ストレージベンダー間の

APl(Application Programminglnterface)交換や

APlの標準化のための動きが活発化している｡

日立製作所は,2002年5月に,オープン戦略に基

づくストレージソリューションコンセプト"TrueNorth”を

発表し,｢SANRISEシリーズ+,｢JPl/HiCommandシ

リーズ+,｢オープンAPl+により,いち早くストレージの

オープン化を開始した｡"True North''では,オープン

アーキテクチャに基づいて,業界標準AP=こよる異様

夢
はじめに

近年,企業情報システムが必要とするストレージ容量が爆

発的に増加し,ストレージシステムの重要性はますます高まっ

種混在のSAN(StorageAreaNetwork)環境の管理

を図り,管理メッセージバスヘの接続APlを開示する

ことによって日立製作所の製品と他社製晶を接続し,

ポリシー管理機構によって高度な自動運用を実現す

る｡また,旧M社,サン社,およびペリタス社と合同で,

業界標準であるCIM(CommonlnformationModeり

に対応した製品開発計画を発表した｡

今後,APlの業界標準化はますます進展し,それに

伴ってストレージ業界のアライアンスは活発化するもの

と思われる｡日立製作所はこの動きを先取りし,顧客

の求める真のストレージソリューションを提供していく｡

ている｡これに伴って,バックアップ,災害リカバリ,容量管理

など,ストレージの管理は複雑化してきた｡また,情報のネット

ワーク化の進展により,異機種混在のSAN(Storage Area

Network)環境の構築が加速している｡しかし,システム全

体の管理コスト増加を防ぐためにス1､レージ管理者を急激に
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増やすことはできない｡また,複雑な管理が行える高度なスキ

ルを持った管理者を短期間に養成することは困難である｡そ

のため,複雑化するストレージシステムの管理を一元化するこ

とによる,トータルな運用コストの最適化が求められている｡

この課題の解決を目指して,日立製作所は,2002年5月

に,オープン戦略に基づぐTrue North”コンセプトを発表し,

｢SANRISEシリーズ+,｢JPl/HiCommandシリーズ+,および

｢オープンAPI(Application ProgrammingInterface)+に

よるストレージソリューションの提供を開始した｡"TrueNorth”

では,他社が提供するストレージデバイス,システム管理ソフ

トウェアなどと柔軟に連携するために,オープンな接続インタ

フェースを提供する｡この特長により,顧客は次の二つのメ

リットを得ることができる｡

(1)ハードウェアベンダー,ソフトウェアベンダーなどのパート

ナーとの積極的な連携による,異機種ストレージが混在した

SAN環境の統合的な運用管理

(2)ストレージ管理の簡素化によるシステムのトータルコストの

削減と投資回収期間の短縮

ここでは,ストレージシステムの管理を最適化することがで

きる,日立製作所のオープン戦略について述べる｡

g
オープンストレージ管理の必要性

2.1 業界標準インタフェース

従来は,個々のストレージベンダーが,ストレージデバイスご
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注:略語説明 SAN(StorageAreaNetwork)

図1異機種混在のSAN環境のサポート

業界標準インタフェースをストレージデバイスと管理ソフトウェアがサポートすること

により,異機種混在のSAN環境の管理を実現する｡
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とに異なる各ベンダー固有のインタフェースを,ストレージ管理

ソフトウェアベンダーに提供してきた(図1参照)｡ストレージ管

理ソフトウェアベンダーは,このインタフェースを利用してストレー

ジデバイスに接続し,ストレージを管理する｡しかし,ストレー

ジデバイスごとに別々の接続ソフトウェアを開発することは,ス

トレージ管理ソフトウェアベンダーにとっては負担が大きく,異

機種ストレージを一元管理する機能の開発がなかなか進まな

かった｡ストレージベンダー間でインタフェースを相互に開示す

ることによって複数のストレージデバイスをサポートできるように

する動きもあるが,ベンダー間の利害関係が一致しにくいこと

からはかどっていない｡このようなことが運用管理の複雑化を

もたらし,運用コストの最適化を妨げている｡

この間題を解決するために,共通のインタフェースを業界の

標準として策定する動きが活発化している｡業界標準インタ

フェースを多くのストレージ管理ソフトウェアがサポートすること

により,異機種混在の大規模なSAN環境の統合運用管理が

可能になる｡

インタフェースの標準化を目的として,日立製作所を含む

主要なストレージベンダーが業界団体SNIA(Storage Net-

workingIndustry Association)を結成し,標準化団体

DMTF(DistributedManagementTaskForce)もストレー

ジ管理の仕様開発を推進している｡その成果として,ネットワー

ク管理分野での標準技術"CIM(CommonInformation

Model)”を基に,ストレージ管理のための業界標準インタフェー

スが策定された｡

日立製作所は,業界をリードして,この業界標準のAPIを

サポートした製品を2002年12月にリリースし,異機種混在の

SAN環境の管理を支援してきた｡

2.2 ストレージの統合運用管理

ストレージ管理についてのさまざまな要求を満たすために

は,複数の管理ソフトウェアを組み合わせてソリューションを構

築する必要があり,異なるベンダーが提供する管理ソフトウェ

アを組み合わせる場合もある｡このように多様な管理ソフト

ウェアを駆使したストレージシステムの運用を効率化するため

には,管理ソフトウェア間の連携を自動化しなければならない｡

しかし,それぞれの管理ソフトウェアを直接連携させると,組

み合わせの数が増えて開発コストがかさむので,異なるベン

ダーが提供する管理ソフトウェア間の連携は十分であるとは

言えず,ユーザーは作業効率を犠牲にして互いに独立した

管理ソフトウェアを使い分けるしかなかった｡

そのため日立製作所は,標準技術に基づいて相互連携の

ためのメッセージをやり取りする管理メッセージバスを開発す

ることによって高度な自動運用の基盤を提供し(図2参照),

API仕様をパートナーに開示して連携を働きかけてきた｡
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相互連携のためのメッセージをやり取りする管理メッセージバスにより,志度な自動

運用の基盤を提供する｡

題
日立製作所のオープン戦略

3.1 オープンA円

日立製作所のストレージ管理製品では,オープンAPIを提

供する｡オープンAPIには,業界標準APIと,稼動性能･容量

管理など,ストレージの管理を連携させるためのAPIがある｡

業界標準APIは一般公開されており,後者のAPIも連携を希

運用基準(ポリシー)管理

API

望するパートナーベンダーに積極的に開示している｡オープン

APIとしては,｢SANRISEシリーズ+のAPIであるSNMP

(SimpleNetwork ManagementProtocol),Java黙),CLI

(CommandLineInterface)などに加えて,業界標準である

CIM/WBEM(Web Based Enterprise Management)と

SOAP(SimpleObjectAccessProtocol)を採用した｡

3.2 オーブンアーキテクチャ

製品開発と他社製品との連携は,異機種デバイスの管理

と統合運用管理を実現するために開発したオープンアーキテ

クチャに基づいて行う(図3参照)｡このアーキテクチャにした

がって,オープンなAPIを使って各製品を相互接続する｡スト

レージハードウェア管理製品では,他社のデバイス管理製品

とともに,CIMを利用した管理メッセージバスを通して他のス

トレージ管理ソフトウェアに異機種混在環境の管理サービス

を提供する｡ストレージプール管理製品,データプロテクション

管理製品,および稼動性能･容量管理製品では,業界標準

の通信手段であるSOAPを利用した管理メッセージバスを通

して,他のストレージ管理ソフトウェアに統合適用管理の基盤

を提供する｡運用基準管理製品では,オープンAPIによって

日立製作所の各種ストレージ管理ソフトウェア製品と他社の

ストレージ管理製品を連動させ,ユーザーが設定した運用管

※)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米国および

その他の国における米国Sun Microsystems,Inc.の商標また

は登録商標である｡

他社ストレージ管理

ソフトウエア

管理メッセージバス(CIM/SOAP)

APl

湧･′∴⊥ぷ

ストレージ

ハードウェア管理

API

SANRISE

注:略言吾説明

ストレージプール
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CIM(CommontnformaljonModel),SOAP(SimpleObjectAccessProtocol)

辻デバイス管理

療

図3オープンアーキテクチャ

オープンAP=こよる異機種デ/†イスの管理と統合運用管理を実現するために開発したオープンアーキテクチャに基づいて,製品開発と他社製品との連携を行う｡
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理の基準に基づく高度な自動運用を実現する｡

日立製作所は,標準インタフェースをサポートする製品を他

社に先駆けてリリースするとともに,標準化が遅れている部分

についてはインタフェースをパートナーに広く積極的に開示し,

共通化を強力に推進している｡

堵
パートナー連携の事例

4.1パートナーベンダーとの協力

異機種混在の環境を管理するためには,いっそう多くのス

トレージベンダーとストレージ管理ソフトウェアベンダーがCIM

に基づく業界標準APIをサポートし,ユーザーに多くの選択

肢を提供する必要がある｡日立製作所は,これを早急に実

現するために,多くの主要ベンダーに業界標準APIの早期サ

ポートを働きかけている｡2002年10月に,IBM社,サン社,

およびペリタス社とCIM対応の製品リリース計画についての

共同発表を行った｡各社とも2003年にはCIM対応の製品を

リリースし,業界標準APIの普及を推進する計画である(表1

参照)｡

･一方,統合システム管理製品ベンダーや,適用対象を絞っ
て最適化したポイントソリューションを提供するソフトウェアベン

ダー,SANを構築するための各種デバイスを幅広くサポート

する必要がある｡日立製作所は,パートナープログラムにより,

API仕様の開示,連携機能開発の支援,連携の検証などの

サービスを,主に米国の日立データシステムズ社からパートナー

ベンダーに提供している｡

表1パートナー3社との共同発表の内容

CIM対応製品のリリース計画について共同発表を行った｡

ベンダー CIM対応製品 時期

日立製作所 JPl/HiCommand
2002年

12月

lBM 新製品とTivoti刈Software
2003年

前半

サン
SunSto｢Edge*2 2002年

EnterpriseSto｢ageManage｢*2 8月

ベリタス
VER｢TASSANPointControl*3

2003年
VERITASVohJmeManager*3

注:*1Tivol旧,米国およぴその他の国における米国hternationalBusinessMachines

Co｢P.の商標である｡

*2Sun Sto｢Edge,EnterpriseStorageManagerは,米国およぴその他の国にお

ける米国SunMicrosystems,lnc.の商標または登韻商標である｡

*3VERITASSANPointControl,VERITASVolumeManage｢は.米国およびそ

の他の国での米国VER什ASSoftwareCorporationの商品名称である｡
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4.2 業界標準APlサポートの効果

このようにいっそう多くのベンダーが業界標準APIをサポー

トし,異機種混在のSAN環境の管理が可能になることにより,

ユーザーには以下のようなさまざまなメリットが生じる｡

(1)部門ごとまたはプロジェクトごとに独立して管理してきた

異機種ストレージを一元管理することにより,管理コストの低

減とともに,将来の容量増大への対応が可能となる｡

(2)用途によって最適なストレージを個別に導入しても,既存

のストレージ管理フレームワークが適用できるので,管理コスト

が増大しない｡

(3)IT(Information Technology)管理部門のニーズに

合ったストレージ管理ソフトウェアを,ハードウェアの選択に依

存せずに決めることができる｡

霧
おわりに

ここでは,オープンAPIを中心とした日立製作所のオープン

戦略について述べた｡

今後,ストレージ管理APIの業界標準化はますます進展し,

それに伴ってストレージ業界のアライアンスが活発化すること

が見込まれる｡また,ストレージシステムの大規模化,複雑化

に伴い,管理を簡素化してTCO(TotalCostofOwnership)

を削減するストレージ管理ソフトウェアのニーズが高まるものと

予測される｡日立製作所は,この動きを先取りし,オープン戦

略による顧客の求める真のストレージソリューションを提供して

いく考えである｡

ー1参考文献など

1)CommonInformation Model(CIM),http://dmtf.org/

Standards/standardcim.php

2)Simple Object Access Protocol(SOAP),http://www.w3.

Org/TR/SOAP

3)Hu Yoshida,et al.:HitachiTrue North-A Vision for Open

Information Management,A White Paper,http://www.hds.

COm/pdf/PERIl16-00WhtPpr.pdf
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